
JP 4095784 B2 2008.6.4

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隣接して配置された第１電極及び第２電極と、前記第１電極及び第２電極と交差
する第３電極とを有し、交差部に表示画素が形成される表示パネルと、前記第１電極を駆
動するＸ駆動回路と、前記第２電極を駆動するＹ駆動回路とを備えるプラズマディスプレ
イ装置であって、
　前記Ｙ駆動回路は、
　各々の前記第２電極毎に配置された高電位側パルスを供給する高側スイッチと、各第２
電極に低電位側パルスを供給する低側スイッチとからなる複数のラインドライブスイッチ
と、
　前記高側スイッチの端子に、スキャンパルスに対応する電圧とサステインパルスに対応
する電圧のいずれかを切り換えて供給する第１の電源スイッチと、
　前記低側スイッチの端子に、スキャンパルスに対応する電圧とサステインパルスに対応
する電圧のいずれかを切り換えて供給する第２の電源スイッチとを備え、
　前記第２電極への前記スキャンパルス及びサステインパルスの供給は、前記ラインドラ
イブスイッチの制御により行い、
　各第２電極毎に、前記第２電極への前記スキャンパルス及びサステインパルスの供給を
制御可能であり、
　前記表示パネルの表示領域のうち、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が
まったく存在しない非表示領域と、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が１
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つでも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、
　前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極には前記サステインパルスを供給し
ないように制御することを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項２】
　請求項１記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記スキャンパルスも供給しない
ように前記ラインドライブスイッチを制御することを特徴とするプラズマディスプレイ装
置。
【請求項３】
　請求項１または２記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記Ｙ駆動回路は、前記高側スイッチ及び前記低側スイッチの端子に供給する電圧をリ
セットパルスに対応する電圧に切り換えるリセット電源スイッチを備え、
　前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記リセットパルスを供給しない
ように前記複数のラインドライブスイッチを制御することを特徴とするプラズマディスプ
レイ装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記Ｘ駆動回路は、
　各第１電極に高電位側パルスを供給するＸ高側スイッチと各第１電極に低電位側パルス
を供給するＸ低側スイッチとからなる複数のＸラインドライブスイッチと、
　前記高側スイッチ及び前記低側スイッチの端子に供給する電圧をサステインパルス及び
リセットパルスに対応する電圧の間で切り換えるＸ電源スイッチとを備え、
　前記第１電極への前記サステインパルス及びリセットパルスの供給は、前記複数のＸラ
インドライブスイッチを制御して行い、各第１電極に前記サステインパルス及びリセット
パルスを供給するか否かが制御可能であることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【請求項５】
　請求項４記載のプラズマディスプレイ装置であって、
　前記Ｘ駆動回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記サステインパルスを供給しな
いように前記複数のＸラインドライブスイッチを制御することを特徴とするプラズマディ
スプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プラズマディスプレイ装置に関し、特にプラズマディスプレイ装置における省
電力技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
平面ディスプレイとしてプラズマディスプレイ装置が実用化されており、高輝度の薄型デ
ィスプレイとして期待されている。図１は、従来の３電極型のＡＣ駆動方式のプラズマデ
ィスプレイ装置の全体構成を示す図である。図示のように、プラズマディスプレイ装置は
、隣接して配置した複数のＸ電極（Ｘ１，Ｘ２，Ｘ３，…，Ｘｎ）及びＹ電極（Ｙ１，Ｙ
２，Ｙ３，…，Ｙｎ）と、それに交差する方向に配置した複数のアドレス電極（Ａ１，Ａ
２，Ａ３，…，Ａｍ）と、交差部分に配置した蛍光体とを有する２枚の基板間に放電ガス
を封入したプラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）１と、アドレス電極にアドレスパルス
などを印加するアドレス駆動回路２と、Ｘ電極に維持放電（サステイン）パルスなどを印
加するＸ共通駆動回路３と、Ｙ電極に順次走査パルスなどを印加するスキャン回路４と、
Ｙ電極に印加する維持放電（サステイン）パルスなどをスキャン回路４に供給するＹ共通
駆動回路５と、各部の制御を行う制御回路６とを備え、制御回路６は、更にフレームメモ
リを含む表示データ制御回路７と、スキャン駆動制御回路９と共通駆動制御回路１０で構
成される駆動制御回路８とを有する。プラズマディスプレイ装置については広く知られて
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いるので、ここでは装置全体に関するこれ以上の詳しい説明は省略し、本発明に関係する
Ｘ共通駆動回路３、スキャン回路４及びＹ共通駆動回路５についてのみ更に説明する。
【０００３】
図２は、Ｘ共通駆動回路３、スキャン回路４及びＹ共通駆動回路５の従来の構成例を示す
図である。複数のＸ電極は共通に接続され、Ｘ共通駆動回路３により駆動される。Ｘ共通
駆動回路３は、電圧源＋Ｖｓ，グランド（ＧＮＤ），－Ｖｗｘと共通のＸ電極端子との間
に設けられた出力素子（トランジスタ）Ｑ７，Ｑ８，Ｑ９を備える。いずれかのトランジ
スタをオン・オフすることにより共通のＸ電極端子に対応する電圧のパルスが供給される
。
【０００４】
スキャン回路４は、各Ｙ電極毎に設けられた個別ドライバで構成され、各個別ドライバは
トランジスタＱ１，Ｑ２及びそれと並列に設けられたダイオードＤ１，Ｄ２を有する。各
個別ドライバのトランジスタＱ１，Ｑ２及びダイオードＤ１，Ｄ２の一端は各Ｙ電極に接
続され、他端はＹ共通駆動回路５に共通に接続される。トランジスタＱ１，Ｑ２のゲート
にはスキャンパルスが順次印加される。Ｙ共通駆動回路５は、電圧源＋Ｖｓ，ＧＮＤ，＋
Ｖｗｙ，－Ｖｙとの間に設けられたトランジスタＱ３，Ｑ４，Ｑ５，Ｑ６を備え、Ｑ３，
Ｑ５、Ｑ６はトランジスタＱ１とダイオードＤ１に接続され、Ｑ４はトランジスタＱ２と
ダイオードＤ２に接続される。
【０００５】
リセット期間には、Ｑ５とＱ９をオンにして、他のトランジスタをオフにして、Ｙ電極に
は＋Ｖｗｙを、Ｘ電極には－Ｖｗｘを印加して全面書き込み・消去パルスを発生させてパ
ネル１の表示セルを同じ状態にする。この時、電圧＋Ｖｗｙは、Ｑ５及びＤ１を介してＹ
電極に供給される。アドレス期間には、Ｑ４，Ｑ６とＱ８をオンにし、他のトランジスタ
をオフにし、Ｘ電極にはＧＮＤを供給し、Ｑ２の端子にＧＮＤを供給し、Ｑ１の端子に－
Ｖｙを供給する。更に、Ｑ１をオフにしてＱ２をオンにした状態から一時的にＱ１をオン
にしてＱ２をオフに切り換えるスキャンパルスを個別ドライバに順次供給する。この時、
スキャンパルスが供給される個別ドライバでは、Ｑ１をオンにしてＱ２をオフにするので
、スキャンパルスが供給されるＹ電極にはＱ１を介して－Ｖｙが供給され、それ以外のＹ
電極にはＱ２を介してＧＮＤが供給され、正のデータ電圧が供給されるアドレス電極とス
キャンパルスが供給されるＹ電極の間でアドレス放電が発生する。このようにして、パネ
ルの各セルが表示データに応じた状態になる。
【０００６】
維持放電（サステイン）期間には、Ｑ１，Ｑ２，Ｑ５，Ｑ６，Ｑ９をオフにした状態で、
Ｑ３とＱ８、Ｑ４とＱ７を交互にオンにする。これにより、Ｙ電極とＸ電極には＋Ｖｓと
ＧＮＤが交互に供給され、アドレス期間にアドレス放電を行ったセルで維持（サステイン
）放電が発生して表示が行われる。この時、Ｑ３がオンすると、＋Ｖ１はＤ１を介してＹ
電極に供給され、Ｑ４がオンすると、ＧＮＤはＤ２を介してＹ電極に供給される。すなわ
ち、維持放電期間には、Ｘ電極とＹ電極間には電圧Ｖｓの逆極性のパルスが交互に供給さ
れることになる。ここでは、このパルスをサステインパルスと呼ぶ。
【０００７】
なお、上記の例は一例であり、リセット期間、アドレス期間及び維持放電期間にどのよう
な電圧を印加するかについては各種の変形例があり、スキャン回路４、Ｙ共通駆動回路５
及びＸ共通駆動回路３についても各種の変形例がある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
近年、二酸化炭素排出による地球温暖化が問題視されており、電力使用機器の消費電力低
減が重要な課題となっている。このため、プラズマディスプレイ装置においても、消費電
力を低減することが普及の上でも重要なポイントになっている。
【０００９】
プラズマディスプレイ装置において消費電力が大きいのは、パネルの電極へのパルスの供
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給動作である。特にサステインパルスは、すべてのＸ電極とＹ電極に交互に多数回印加さ
れるため、電力を大きく消費する。上記の従来のプラズマディスプレイ装置では、画面の
表示状態にかかわらず、具体的には発光を行う部分と行わない部分にかかわらず、すべて
のＸ電極とＹ電極にサステインパルスを供給している。これにより、画像表示領域では、
Ｘ電極とＹ電極の間でサステイン放電が行われ発光する。一方、非表示領域では、Ｘ電極
とＹ電極にサステインパルスを供給してもサステイン放電は行われないが、サステインパ
ルスが供給されるためパネル容量を介して充放電電流が流れ、電力が消費される。すなわ
ち、画像表示領域に供給されるサステインパルスによる消費電力は、映像表示のために必
要な電力であるが、非表示領域に供給されるサステインパルスによる消費電力は、映像表
示に寄与しない無効電力である。
【００１０】
特開平１１－１９０９８４号公報は、このような無効電力を低減する技術を開示している
。この技術は、１フィールド期間内の表示データの有無を検出し、表示データのないフィ
ールドやサブフィールドにおいてサステインパルスの供給を停止して消費電力を低減する
。また、特開平１１－１９０９８４号公報は、表示ライン毎に表示データの有無を検出し
て表示ライン毎にサステインパルスの供給を制御することに言及している。しかし、特開
平１１－１９０９８４号公報は表示ライン毎にサステインパルスの供給を制御するための
具体的な構成については開示も示唆もしていない。
【００１１】
上記のように従来のプラズマディスプレイ装置ではサステインパルスはＸ共通駆動回路及
びＹ共通駆動回路回路から供給され、すべてのＸ電極又はＹ電極に同時に供給する構成で
ある。そのため、画面全体に表示データがない場合にはサステインパルスの供給を停止す
ることは可能であるが、画面の一部に表示データがない場合に、表示ライン毎にサステイ
ンパルスの供給を制御することはできない。
【００１２】
また、特開２０００－８９７２１号公報は、表示ライン毎に表示データの有無を検出し、
スキャンパルスの供給は表示データのある表示ラインへのみ行い、表示データのない表示
ラインへスキャンパルスの供給を行わないことにより短縮される時間分だけサステイン期
間を延ばして輝度を向上させる技術を開示している。しかし、スキャンパルスの各表示ラ
インへの供給を制御するための具体的な構成については開示も示唆もしていない。また、
サステインパルスの供給については特に言及していない。
【００１３】
また、特開平７－２６１６９９号公報は、インターレース方式のプラズマディスプレイ装
置において、奇数番目のＸ電極とＹ電極の組及び偶数番目のＸ電極とＹ電極の組を交互に
駆動できるように、共通駆動回路をそれぞれ２つ設け、一方からサステインパルスを供給
中には、他方の出力がハイ・インピーダンス状態になるようにして、消費電力を低減する
構成を開示している。しかし、この構成では、所望のＸ電極とＹ電極へのサステインパル
スの供給を制御することはできない。
【００１４】
以上のように、従来技術では、表示ライン毎にサステインパルスの供給を制御できる構成
は知られておらず、非表示領域に供給されるサステインパルスによる無効な消費電力を低
減することはできなかった。
【００１５】
本発明の目的は、表示ライン毎にサステインパルスの供給を制御できるプラズマディスプ
レイ装置を実現し、非表示領域の表示ラインにはサステインパルスの供給を停止すること
により、消費電力を低減することを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を実現するため、本発明の第１の態様のプラズマディスプレイ装置では、第１電
極（Ｘ電極）又は第２電極（Ｙ電極）の各電極へのサステインパルスの配線経路にそれぞ
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れスイッチ回路を設け、サステインパルスを供給するか供給しないかを電極毎に制御可能
にする。
【００１７】
本発明の第２の態様のプラズマディスプレイ装置では、Ｙ電極を駆動するＹ駆動回路は、
各第２電極にスキャンパルスを供給する複数のスキャンパス経路と、各第２電極にサステ
インパルスを供給する複数のサステインパルス経路を備え、各サステインパルス経路にそ
れぞれスイッチ回路を設け、サステインパルスを供給するか供給しないかを電極毎に制御
可能にする。
【００１８】
本発明の第３の態様のプラズマディスプレイ装置では、Ｙ駆動回路又はＸ駆動回路は、各
電極に高電位側パルスを供給する高側スイッチと各電極に低電位側パルスを供給する低側
スイッチとからなる複数のラインドライブスイッチと、高側スイッチ及び低側スイッチの
端子に供給する電圧をスキャンパルス及びサステインパルスに対応する電圧の間で切り換
える電源スイッチとを備え、各電極へのスキャンパルス及びサステインパルスの供給は複
数のラインドライブスイッチを制御して行い、各電極にスキャンパルス及びサステインパ
ルスを供給するか供給しないを制御可能にする。
【００１９】
本発明のプラズマディスプレイ装置は、表示パネルの表示領域のうち、Ｘ電極とＹ電極で
構成される表示ラインで点灯する表示画素がまったく存在しない非表示領域と、点灯する
表示画素が１つでも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、非表示領域
の表示ラインのＸ電極とＹ電極にはパルスを供給しないようにする。これにより消費電力
が低減できる。
【００２０】
サステインパルスの供給を電極毎に制御可能にするのは、Ｘ電極又はＹ電極の一方のみで
もよく、その分消費電力の低減効果があるが、Ｘ電極とＹ電極の両方へのサステインパル
スの供給を制御できるようにすれば、一層の消費電力の低減が可能である。
【００２１】
サステインパルスほど消費電力は大きくないがリセットパルスやスキャンパルスの供給も
電力を消費し、非表示領域に供給されるリセットパルスやスキャンパルスによる消費電力
は、やはり無効電力である。そこで、リセットパルスやスキャンパルスの供給も各電極毎
に供給するか否かが制御可能であることが望ましく、このような制御が第１の態様から第
３の態様の構成にリセットパルスやスキャンパルスを供給する従来の構成を加えることで
可能になる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
図３は、本発明の第１実施例のプラズマディスプレイ装置の全体構成を示すブロック図で
ある。図１と比較して明らかなように、制御回路６に表示領域検出回路１１を設け、各Ｙ
電極とスキャン回路４の間の信号経路にＹドライブスイッチ１２を設け、各Ｘ電極とＸ共
通駆動回路３の間の信号経路にＸドライブスイッチ１３を設けた点が異なる。なお、Ｙ共
通駆動回路５は図示のようにＹサステイン回路１４とＹリセット回路１５で構成され、Ｘ
共通駆動回路３は図示のようにＸサステイン回路１６とＸリセット回路１７で構成される
。
【００２３】
表示領域検出回路１１は、フレームメモリを調べて各表示サブフレームにおいて表示デー
タ（点灯セル）が１つもない非表示ラインを検出し、非表示ラインの位置を制御回路８に
伝える。制御回路８は、非表示ラインの位置のＹドライブスイッチ１２とＸドライブスイ
ッチ１３を遮断状態にして、Ｘ電極とＹ電極にパルスが供給されないように制御する。
【００２４】
図４は、第１実施例のプラズマディスプレイ装置におけるスキャン回路４、Ｙ共通駆動回
路５及びＹドライブスイッチ１２の回路構成を示す図である。図２の従来例と同様に、ス
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キャン回路４の個別ドライバ４Ａは各Ｙ電極毎に設けられ、各個別ドライバはトランジス
タＱ１，Ｑ２及びそれと並列に設けられたダイオードＤ１，Ｄ２を有し、更にトランジス
タＱ１，Ｑ２のプリドライブ回路２２，２３と、制御回路６からの表示領域信号とスキャ
ンパルスを受けてプリドライブ回路２２，２３への駆動信号を生成する信号変換回路２１
とを有する。トランジスタＱ３，Ｑ４，Ｑ６は図２の従来例と同様であるが、トランジス
タＱ５の代わりにＹリセット回路１５が設けられている。これは、後述するように、リセ
ット信号として矩形状のパルスでなく電圧が緩やかに変化するパルスをリセットパルスと
して使用するためであり、Ｙリセット回路１５はリセット期間にこの電圧が緩やかに変化
するリセットパルスを発生して出力し、それ以外の時には出力をハイインピーダンス状態
にする。図３のＹサステイン回路１４は、トランジスタＱ３，Ｑ４の部分に相当する。Ｙ
サステイン回路１４とＹリセット回路１５は、すべての個別ドライバ４Ａに共通に設けら
れる。
【００２５】
第１実施例では、個別ドライバ４Ａと各Ｙ電極を結ぶ信号経路に個別Ｙドライブスイッチ
１２Ａを設ける点が従来例とは異なる。従って、個別Ｙドライブスイッチ１２Ａは、Ｙ電
極の個数分設けられる。個別Ｙドライブスイッチ１２Ａは、信号経路に直列に設けられた
トランジスタＱ１０と、それに並列に設けられたダイオードＤ３と、信号変換回路２１か
らの切換信号を受けてスイッチ制御信号を発生するＹドライブスイッチ制御回路３１と、
スイッチ制御信号に従ってドライブ信号を生成するプリドライブ回路３２とを有し、プリ
ドライブ回路３２の出力がトランジスタＱ１０のゲートに印加される。トランジスタＱ１
０はオン抵抗の小さいスイッチング素子で実現することが望ましく、例えば、ＩＧＢＴな
どで実現される。
【００２６】
図５は、第１実施例のプラズマディスプレイ装置におけるＸ共通駆動回路３及び個別Ｘド
ライブスイッチ１３Ａの回路構成を示す図である。Ｘ共通駆動回路３はＸサステイン回路
１６とＸリセット回路１７で構成され、更にＸサステイン回路１６は、従来例と同様に、
トランジスタＱ７とＱ８で構成される。Ｘ共通駆動回路３は、すべてのＸ電極に共通に１
個設けられる。個別Ｘドライブスイッチ１３Ａは、各Ｘ電極毎に設けられ、Ｘ電極への信
号経路に直列に設けられたトランジスタＱ１１と、それに並列に設けられたダイオードＤ
４と、表示領域信号を受けてスイッチ制御信号を発生する信号変換回路４１と、スイッチ
制御信号に従ってドライブ信号を生成するプリドライブ回路４２とを有し、プリドライブ
回路４２の出力がトランジスタＱ１１のゲートに印加される。
【００２７】
図６は、図３の表示領域検出回路１１により検出される表示領域の例を示す図である。図
６に示すように、１画面中で表示データの存在する範囲、すなわち発光する画素の存在す
る範囲が図示の表示範囲であるとする。この場合の１画面は、１表示フレームであり、サ
ブフレーム構成で階調表示を行う場合は１サブフレームである。図６の表示範囲の場合、
表示領域検出回路１１は表示範囲の上限ラインＬｍと下限ラインＬｎを検出し、制御回路
８に伝える。制御回路８は、これに応じて、その表示画面の間、非表示領域に対応する１
番目からＬｍ－１番目とＬｎ＋１番目からＬｔ番目のＸ電極とＹ電極のＸドライブスイッ
チ１３及びＹドライブスイッチ１２のトランジスタを遮断状態にする。
【００２８】
図７は、第１実施例のプラズマディスプレイ装置において、図６のような表示領域の場合
の駆動波形を示す図である。リセット期間には、図４のトランジスタＱ１，Ｑ２，Ｑ３，
Ｑ４，Ｑ６、及び図５のトランジスタＱ７，Ｑ８を遮断状態にした上で、Ｙリセット回路
１５とＸリセット回路１７から、図示のような台形波形のＹリセットパルスとＸリセット
パルスを出力する。表示領域のＹ電極（Ｙｍ－Ｙｎ）に接続されるドライブスイッチのト
ランジスタＱ１０は導通状態であるので、ＹリセットパルスはダイオードＤ１とトランジ
スタＱ１０を介して表示領域のＹ電極に供給される。同様に、表示領域のＸ電極（Ｘｍ－
Ｘｎ）に接続されるドライブスイッチのトランジスタＱ１１は導通状態であるので、Ｘリ
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セットパルスはトランジスタＱ１１を介して表示領域のＸ電極に供給される。しかし、非
表示領域のＸ電極（Ｘ０－Ｘｍ－１，Ｘｎ＋１－Ｘｔ）とＹ電極（Ｙ０－Ｙｍ－１，Ｙｎ
＋１－Ｙｔ）には、ドライブスイッチのトランジスタが遮断状態であるので、リセットパ
ルスは供給されない。従って、リセットパルスを供給する電極数が減少し、その分駆動す
る容量が少なくなるので、リセットパルスの供給に伴う消費電力が低減される。また、リ
セットパルスによる発光は表示に関係しないのでコントラストが低下するが、本実施例で
はリセットパルスによる発光が低減されるのでコントラストが向上する。
【００２９】
アドレス期間には、図４のトランジスタＱ３，Ｑ４、及び図５のトランジスタＱ７を遮断
状態にした上で、トランジスタＱ６，Ｑ８を導通状態にする。そして、トランジスタＱ１
をオフ状態、トランジスタＱ２をオン状態にした上で、一時的にトランジスタＱ１をオン
状態、トランジスタＱ２をオフ状態にして順次スキャンパルスを供給し、それに同期して
アドレス電極にアドレスパルスを供給する。アドレスパルスは、発光セルに対応するアド
レス電極にのみ供給される。表示領域のＹ電極（Ｙｍ－Ｙｎ）に接続されるドライブスイ
ッチのトランジスタＱ１０は導通状態であるので、トランジスタＱ１を導通状態にするこ
とにより発生するスキャンパルスはトランジスタＱ１０を介して表示領域のＹ電極に供給
される。同様に、非表示領域についてもスキャンパルスが発生されるが、トランジスタＱ
１０は遮断状態であるので、非表示領域のＹ電極にはスキャンパルスは供給されない。従
って、スキャンパルスの供給に伴う消費電力が低減される。
【００３０】
サステイン期間には、図４のトランジスタＱ１，Ｑ２，Ｑ６を遮断状態にした上で、トラ
ンジスタＱ３とＱ８及びＱ４とＱ７を交互に導通状態にしてサステインパルスを発生する
。表示領域のＹ電極（Ｙｍ－Ｙｎ）に接続されるドライブスイッチのトランジスタＱ１０
は導通状態であるので、サステインパルスはダイオードＤ１とトランジスタＱ１０を介し
て表示領域のＹ電極に供給される。同様に、表示領域のＸ電極（Ｘｍ－Ｘｎ）に接続され
るドライブスイッチのトランジスタＱ１１は導通状態であるので、サステインパルスはト
ランジスタＱ１１を介して表示領域のＸ電極に供給される。しかし、非表示領域のＸ電極
（Ｘ０－Ｘｍ－１，Ｘｎ＋１－Ｘｔ）とＹ電極（Ｙ０－Ｙｍ－１，Ｙｎ＋１－Ｙｔ）には
、ドライブスイッチのトランジスタが遮断状態であるので、サステインパルスは供給され
ない。従って、サステインパルスの供給に伴う消費電力が低減される。
【００３１】
以上説明したように、第１実施例のプラズマディスプレイ装置は、各Ｘ電極と各Ｙ電極へ
の信号経路にドライブスイッチを設け、各Ｘ電極と各Ｙ電極へのパルスの供給を独立して
制御できるようにした以外は従来と同じ構成である。
【００３２】
以上第１実施例のプラズマディスプレイについて説明したが、例えば、第１実施例では、
非表示領域にはリセットパルス、スキャンパルス及びサステインパルスのすべてを供給し
ないようにしたが、消費電力の多いサステインパルスのみを供給しないようにしたり、リ
セットパルスとサステインパルスを供給しないようにするなどの各種の変形例が可能であ
る。
【００３３】
また、第１実施例では、Ｘ電極とＹ電極への信号経路にドライブスイッチを設けたが、Ｘ
電極とＹ電極の一方の経路にのみドライブスイッチを設けるようにしてもよい。
【００３４】
図８は、本発明の第２実施例のプラズマディスプレイ装置の構成を示すブロック図である
。第２実施例のプラズマディスプレイ装置では、各Ｙ電極毎にＹリセットパルス及びサス
テインパルスの供給を制御するＹ選択スイッチ５１を設け、各Ｘ電極毎にＸリセットパル
ス及びサステインパルスの供給を制御するＸ選択スイッチ５５を設けた点が従来例と異な
る。なお、図示していないが、制御回路には表示領域検出回路１１が設けられている。
【００３５】
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図９は、第２実施例のＹ側駆動回路の構成を示す図である。各Ｙ電極には個別ドライバ４
Ａと個別Ｙ選択スイッチ５１Ａが接続される。個別ドライバ４Ａは第１実施例と同じであ
るので、説明は省略する。個別Ｙ選択スイッチ５１Ａは、トランジスタＱ１２，Ｑ１３と
、そのプリドライブ回路５３，５４と、信号変換回路５２とを有する。トランジスタＱ１
２とＱ１３の接続ノードが各Ｙ電極に接続され、すべてのトランジスタＱ１２の他方のノ
ードはＹリセット回路１５とトランジスタＱ３に共通に接続され、すべてのトランジスタ
Ｑ１３の他方のノードはトランジスタＱ４に共通に接続される。
【００３６】
信号変換回路５２は、非表示領域のＹ電極に対応するトランジスタＱ１２，Ｑ１３を、リ
セット期間、アドレス期間及びサステイン期間には遮断状態に、表示領域のＹ電極に対応
するトランジスタＱ１２，Ｑ１３を、リセット期間及びサステイン期間には導通状態に、
アドレス期間には遮断状態であるように制御する。これにより、Ｙリセット回路１５で発
生されるＹリセットパルス及びトランジスタＱ３とＱ４で発生されるサステインパルスは
、表示領域のＹ電極には供給されるが、非表示領域のＹ電極には供給されない。
【００３７】
なお、Ｘ選択スイッチ５５は、各Ｘ電極毎に図９の個別Ｙ選択スイッチ５１Ａと同じ構成
の回路を設けることにより実現できる。
【００３８】
信号変換回路２１は、表示領域についてのみスキャンパルスに対応する駆動信号を発生し
、非表示領域については駆動信号を発生しないようにする。従って、非表示領域のＹ電極
には、スキャンパルスは供給されない。この場合、信号変換回路５２を省略して、信号変
換回路２１でプリドライブ回路５３，５４に印加する信号を発生することも可能である。
【００３９】
以上説明したように、第２実施例では、非表示領域のＸ電極とＹ電極にはリセットパルス
、スキャンパルス及びサステインパルスは供給されないので、消費電力が低下すると共に
コントラストが向上する。
【００４０】
以上第２実施例を説明したが、第１実施例と同様に各種の変形例が可能である。例えば、
信号変換回路２１が表示領域と非表示領域の両方でスキャンパルスを発生する変形例も可
能である。
【００４１】
図１０は、本発明の第３実施例のプラズマディスプレイ装置の構成を示すブロック図であ
る。第３実施例のプラズマディスプレイ装置では、各Ｙ電極へのリセットパルス、スキャ
ンパルス及びサステインパルスの供給が独立して制御可能なＹラインドライブ回路６１と
、各Ｘ電極へのリセットパルス及びサステインパルスの供給が独立して制御可能なＸライ
ンドライブ回路７１とを設けた点が特徴である。Ｙラインドライブ回路６１には、シフト
レジスタ１８からスキャンパルスに対応するシフトパルスが供給される。
【００４２】
図１１は、Ｙラインドライブ回路６１の回路構成を示す図である。Ｙラインドライブ回路
６１は、各Ｙ電極毎に設けられた個別Ｙドライブ回路６１Ａを有する。個別Ｙドライブ回
路６１Ａは、トランジスタＱ２１，２２と、プリドライブ回路６３，６４と、信号変換回
路６２とを有する。信号変換回路６２は、制御信号、スキャンパルス及び表示領域信号を
受けて、トランジスタＱ２１，２２をオン・オフ制御する信号を発生する。すべての個別
Ｙドライブ回路６１ＡのトランジスタＱ２２は、Ｙリセット回路１５に共通に接続され、
トランジスタＱ２４を介して電圧源Ｖｓに共通に接続され、トランジスタＱ２５を介して
グランドに共通に接続される。また、すべての個別Ｙドライブ回路６１Ａのトランジスタ
Ｑ２１は、トランジスタＱ２６を介して電源－Ｖｙに共通に接続され、トランジスタＱ２
７を介してグランドに共通に接続される。
【００４３】
図１２は、Ｘラインドライブ回路７１の回路構成を示す図である。Ｘラインドライブ回路
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７１は、各Ｘ電極毎に設けられた個別Ｘドライブ回路７１Ａを有する。個別Ｘドライブ回
路７１Ａは、トランジスタＱ３１，３２と、プリドライブ回路７３，７４と、信号変換回
路７２とを有する。信号変換回路６２は、制御信号及び表示領域信号を受けて、トランジ
スタＱ３１，３２をオン・オフ制御する信号を発生する。すべての個別Ｘドライブ回路７
１ＡのトランジスタＱ３１は、Ｘリセット回路１７に共通に接続され、トランジスタＱ３
３を介してグランドに共通に接続される。また、すべての個別Ｘドライブ回路７１Ａのト
ランジスタＱ３２は、電源Ｖｓに共通に接続される。
【００４４】
次に、第３実施例のプラズマディスプレイ装置の動作を説明する。リセット期間には、ト
ランジスタＱ２１，Ｑ２４，Ｑ２５，Ｑ２６，Ｑ２７，Ｑ３２，Ｑ３３を遮断状態にし、
表示領域のトランジスタＱ２２，Ｑ３１を導通状態にし、非表示領域のトランジスタＱ２
２，Ｑ３１を遮断状態にし、Ｙリセット回路１５とＸリセット回路１７からリセットパル
スを出力し、表示領域のＸ電極とＹ電極にリセットパルスを供給する。非表示領域のＹ電
極にはリセットパルスが供給されないので、消費電力が低減されると共にコントラストが
向上する。
【００４５】
アドレス期間には、トランジスタＱ２５，Ｑ２６，Ｑ３１，Ｑ３３を導通状態にし、トラ
ンジスタＱ２４，Ｑ２７，Ｑ３２を遮断状態にする。これにより、すべてのＸ電極にＧＮ
Ｄが供給される。そして、表示領域のトランジスタＱ２１を遮断状態に、トランジスタＱ
２２を導通状態にした上で、一時的にトランジスタＱ２１を導通状態に、トランジスタＱ
２２を遮断状態にして表示領域のＹ電極にスキャンパルスを順次供給する。非表示領域の
トランジスタＱ２１，Ｑ２２は遮断状態であり、非表示領域のＹ電極にはスキャンパルス
は供給されない。これにより、非表示領域のＹ電極にはスキャンパルスが供給されないの
で消費電力が低減される。
【００４６】
サステイン期間には、トランジスタＱ２４，Ｑ２７，Ｑ３３を導通状態にし、トランジス
タＱ２５，Ｑ２６を遮断状態にする。そして、表示領域のトランジスタＱ２１とＱ３１、
Ｑ２２とＱ３２を交互にオン・オフ制御して表示領域のＸ電極とＹ電極にサステインパル
スを繰返し供給する。非表示領域のトランジスタＱ２１，Ｑ２２，Ｑ３１，Ｑ３２は遮断
状態のままであり、非表示領域のＸ電極とＹ電極にはサステインパルスは供給されない。
これにより、非表示領域のＸ電極とＹ電極にはサステインパルスが供給されないので消費
電力が低減される。
【００４７】
以上第３実施例を説明したが、第３実施例においても各種の変形例が可能である。
【００４８】
第１乃至及び第３実施例は、すべての表示ラインが同時に表示される装置の実施例である
が、ＴＶ受像機などでは奇数表示ラインと偶数表示ラインを交互に表示するインターレー
スと呼ばれる表示方式が使用される。特許第２８０１８９３号は、従来と同じ維持放電電
極数で表示ラインを２倍にするＡＬＩＳ方式と呼ばれるインターレース方式のＰＤＰ装置
を開示している。次に、本発明をＡＬＩＳ方式のプラズマディスプレイ装置に適用した第
４実施例を説明する。
【００４９】
図１３は、本発明の第４実施例のＡＬＩＳ方式のプラズマディスプレイ装置の構成を示す
ブロック図である。図１３において、パネル１、アドレス駆動回路２、シフトレジスタ１
８、スキャン回路８２、奇数Ｙ共通駆動回路８３、偶数Ｙ共通駆動回路８４、奇数Ｘ共通
駆動回路８６、偶数Ｘ共通駆動回路８７は、従来のＡＬＩＳ方式のプラズマディスプレイ
装置と同じである。第４実施例では、第１実施例と同様に、各Ｙ電極への信号経路にＹド
ライブスイッチ８１を設け、各Ｘ電極への信号経路にＸドライブスイッチ８５を設けてい
る。Ｙドライブスイッチ８１とＸドライブスイッチ８５は、第１実施例と同様の構成を有
する。これにより、各Ｙ電極と各Ｘ電極へのパルスの供給が独立に制御できるので、非表
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示範囲のＹ電極とＸ電極へのリセットパルス、スキャンパルス及びサステインパルスの供
給を停止して消費電力を低減し、更にコントラストを向上できる。
【００５０】
図１３の第４実施例では、ＡＬＩＳ方式のプラズマディスプレイ装置に第１実施例の構成
を適用したが、第２及び第３実施例の構成を適用することもできる。
【００５１】
ＡＬＩＳ方式のプラズマディスプレイ装置では、表示ラインに隣接する非表示ラインで放
電を誘発しないように、非表示ラインの電極間には大きな電圧を印加しないようにしてい
る。そのため、非表示領域の電極へのパルスの供給を停止すると、非表示ラインにもかか
わらず、隣接する表示領域の電極との間に大きな電圧が印加される場合が起こりえる。通
常はこのような条件でも非表示ラインで放電が誘発されることはないように条件を設定す
ることが可能であり、そのような場合には第１から第３実施例と同様に、単に非表示領域
の電極へのパルスの供給を停止すればよい。しかし、これは放電のマージンを低下させる
ので、動作の安定性の上では問題がある。そこで、第４実施例では、放電のマージンを低
下させない駆動方法を用いる。
【００５２】
図１４と図１５は、第４実施例のプラズマディスプレイ装置の駆動波形を示す図で、図１
４は奇数フィールドの駆動波形を、図１５は偶数フィールドの駆動波形を示す。また、表
示領域は２ｍ行から２ｎ行であるとし、ｍは奇数、ｎは偶数であるとする。従って、奇数
フィールドにおいては、ｍ番目のＸ電極Ｘｍとｍ番目のＹ電極Ｙｍ、Ｘｍ＋１とＹｍ＋１
、…、ＸｎとＹｎの間で放電を発生させ、偶数フィールドにおいては、ＹｍとＸｍ＋１、
Ｙｍ＋１とＸｍ＋２、…、ＹｎとＸｎ＋１との間で放電を発生させる。
【００５３】
図１４に示すように、奇数フィールドのリセット期間では、すべてのアドレス電極に電圧
Ｖａｗを供給し、すべてのＹ電極及びＸ１からＸｍ－１とＸｎ＋２からＸｔ＋１に０Ｖを
供給した状態で、ＸｍからＸｎ＋１に電圧Ｖｗのリセットパルスを供給して、２ｍ－１行
から２ｎ行の表示ラインでリセット放電を発生させる。ここで、奇数フィールドでは２ｎ
行の表示ラインは表示しないのでリセットの必要はないが、表示範囲に隣接する非表示ラ
インは表示範囲に影響するのでリセット放電を行う。
【００５４】
アドレス期間では、非表示領域のＸ電極（Ｘ１からＸｍ－１，Ｘｎ＋１からＸｔ＋１）と
Ｙ電極（Ｙ１からＹｍ－１，Ｙｎ＋１からＹｔ）に０Ｖを供給し、表示範囲のＸ電極（Ｘ
ｍからＸｎ）に０Ｖを供給し、表示範囲のＹ電極（ＹｍからＹｎ）に－Ｖｃを供給した状
態で、表示範囲のＸ電極とＹ電極の組にＶｘと－Ｖｙのスキャンパルスを順次供給し、そ
れに同期してアドレス電極にアドレスパルスを供給する。すなわち、Ｖｘと－Ｖｙを、Ｘ
ｍとＹｍに、Ｘｍ＋１とＹｍ＋１に、という具合に順次供給し、ＸｎとＹｎに供給して終
了する。
【００５５】
サステイン期間では、アドレス電極に電圧Ｖｅを供給し、Ｘ１からＸｍ－１，Ｘｎ＋２か
らＸｔ＋１及びＹ１からＹｍ－２，Ｙｎ＋１からＹｔに０Ｖを供給した状態で、Ｘｍから
Ｘｎ＋１の偶数番目のＸ電極とＹｍ－１からＹｎの奇数番目のＹ電極の組と、奇数番目の
Ｘ電極と偶数番目のＹ電極の組に交互に電圧Ｖｓのサステインパルスを供給し、サステイ
ン放電を発生させる。ここで、Ｙｍ－１とＸｍの間に形成される表示ラインは非表示領域
であり、ＹｎとＸｎ＋１の間に形成される表示ラインは奇数フィールドでは表示しない表
示ラインであるが、隣接するＸｍとＹｎのサステイン放電に関係する電荷がＹｎとＸｎ＋
１に拡散するのを防止するため、逆位相のサステインパルスが供給される。
【００５６】
以上のように、第４実施例では、奇数フィールドの駆動波形は従来の駆動波形とほぼ同じ
であるが、非表示領域のＸ電極（Ｘ１からＸｍ－１，Ｘｎ＋２からＸｔ＋１）とＹ電極（
Ｙ１からＹｍ－２，Ｙｎ＋１からＹｔ）には、リセットパルス、スキャンパルス及びサス
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テインパルスを供給せず、表示領域に隣接する非表示領域のＹ電極（Ｙｍ－１）にはサス
テインパルスを供給する点が従来例とは異なる。
【００５７】
偶数フィールドの駆動波形も奇数フィールドの駆動波形と同様に、非表示領域のＸ電極（
Ｘ１からＸｍ－１，Ｘｎ＋２からＸｔ＋１）とＹ電極（Ｙ１からＹｍ－２，Ｙｎ＋２から
Ｙｔ）には、リセットパルス、スキャンパルス及びサステインパルスを供給せず、表示領
域に隣接する非表示領域のＹ電極（Ｙｎ＋１）にはサステインパルスを供給する点が従来
例とは異なる。
【００５８】
いずれにしろ、表示を行わない非表示領域へのパルスの供給を停止するため、その分消費
電力を低減できる。
【００５９】
以上、本発明の実施例を説明したが、本発明はこれらに限定されるものではなく、各種の
変形例が可能である。
【００６０】
（付記１）　互いに隣接して配置された第１電極及び第２電極と、前記第１電極及び第２
電極と交差する第３電極とを有し、交差部に表示画素が形成される表示パネルと、前記第
１電極を駆動するＸ駆動回路と、前記第２電極を駆動するＹ駆動回路とを備えるプラズマ
ディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、各第２電極にパルス信号を供給する配線経路にそれぞれ配置された複
数のスイッチ回路と、前記複数のスイッチ回路の導通状態を制御する制御回路とを備え、
各第２電極にパルス信号を供給するか否かが制御可能であり、
前記表示パネルの表示領域のうち、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素がま
ったく存在しない非表示領域と、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が１つ
でも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、
前記制御回路は、前記非表示領域に対応する前記スイッチ回路を遮断して、前記非表示領
域の前記第２電極には前記パルス信号を供給しないことを特徴とするプラズマディスプレ
イ装置。
【００６１】
（付記２）　付記１に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記第２電極に、少なくともスキャンパルス及びサステインパルスを
供給し、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記サステインパルスを供給しないよ
うに制御するプラズマディスプレイ装置。
【００６２】
（付記３）　付記２に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記スキャンパルスも供給しないよう
に制御するプラズマディスプレイ装置。
【００６３】
（付記４）　付記２又は３に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記第２電極に、更にリセットパルスを供給し、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記リセットパルスを供給しないよう
に制御するプラズマディスプレイ装置。
【００６４】
（付記５）　付記１に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、各第１電極にパルス信号を供給する配線経路にそれぞれ配置された複
数のスイッチ回路と、前記複数のスイッチ回路の導通状態を制御する制御回路とを備え、
各第１電極にパルス信号を供給するか否かが制御可能であるプラズマディスプレイ装置。
【００６５】
（付記６）　付記１から４のいずれか１項に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
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前記Ｘ駆動回路は、各第１電極にパルス信号を供給する配線経路にそれぞれ配置された複
数のスイッチ回路と、前記複数のスイッチ回路の導通状態を制御する制御回路とを備え、
各第１電極にパルス信号を供給するか否かが制御可能であるプラズマディスプレイ装置。
【００６６】
（付記７）　付記６に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、前記第１電極に、少なくともサステインパルス及びリセットパルスを
供給し、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記サステインパルスを供給しないよ
うに制御するプラズマディスプレイ装置。
【００６７】
（付記８）　付記７に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記リセットパルスも供給しないよう
に制御するプラズマディスプレイ装置。
【００６８】
（付記９）　互いに隣接して配置された第１電極及び第２電極と、前記第１電極及び第２
電極と交差する第３電極とを有し、交差部に表示画素が形成される表示パネルと、前記第
１電極を駆動するＸ駆動回路と、前記第２電極を駆動するＹ駆動回路とを備えるプラズマ
ディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、各第１電極にパルス信号を供給する配線経路にそれぞれ配置された複
数のスイッチ回路と、前記複数のスイッチ回路の導通状態を制御する制御回路とを備え、
各第１電極にパルス信号を供給するか否かが制御可能であることを特徴とするプラズマデ
ィスプレイ装置。
【００６９】
（付記１０）　付記９に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記表示パネルの表示領域のうち、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素がま
ったく存在しない非表示領域と、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が１つ
でも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、
前記制御回路は、前記非表示領域に対応する前記スイッチ回路を遮断して、前記非表示領
域の前記第１電極には前記パルス信号を供給しないプラズマディスプレイ装置。
【００７０】
（付記１１）　付記１０に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、前記第１電極に、少なくともサステインパルス及びリセットパルスを
供給し、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記サステインパルスを供給しないよ
うに制御するプラズマディスプレイ装置。
【００７１】
（付記１２）　付記１１に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記制御回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記リセットパルスも供給しないよう
に制御するプラズマディスプレイ装置。
【００７２】
（付記１３）　互いに隣接して配置された第１電極及び第２電極と、前記第１電極及び第
２電極と交差する第３電極とを有し、交差部に表示画素が形成される表示パネルと、前記
第１電極を駆動するＸ駆動回路と、前記第２電極を駆動するＹ駆動回路とを備えるプラズ
マディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、各第２電極にスキャンパルスを供給する複数のスキャンパス経路と、
各第２電極にサステインパルスを供給する複数のサステインパルス経路と、各サステイン
パルス経路にそれぞれ配置された複数のスイッチ回路と、前記複数のスイッチ回路の導通
状態を制御するスイッチ制御回路とを備え、各第２電極にサステインパルスを供給するか
否かが制御可能であることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【００７３】
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（付記１４）　付記１３に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記表示パネルの表示領域のうち、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素がま
ったく存在しない非表示領域と、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が１つ
でも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、
前記スイッチ制御回路は、前記非表示領域に対応する前記スイッチ回路を遮断して、前記
非表示領域の前記第２電極には前記サステインパルスを供給しないプラズマディスプレイ
装置。
【００７４】
（付記１５）　付記１４に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記複数のサステインパルス経路にリセットパルスを供給するリセッ
ト回路を備え、
前記スイッチ制御回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記リセットパルスを供給し
ないように制御するプラズマディスプレイ装置。
【００７５】
（付記１６）　付記１４に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極には前記スキャンパルスを供給しない
ように制御するスキャンパルス制御回路を備えるプラズマディスプレイ装置。
【００７６】
（付記１７）　付記１４に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極に供給する前記スキャンパルスを発生
しないプラズマディスプレイ装置。
【００７７】
（付記１８）　互いに隣接して配置された第１電極及び第２電極と、前記第１電極及び第
２電極と交差する第３電極とを有し、交差部に表示画素が形成される表示パネルと、前記
第１電極を駆動するＸ駆動回路と、前記第２電極を駆動するＹ駆動回路とを備えるプラズ
マディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、各第２電極に高電位側パルスを供給する高側スイッチと各第２電極に
低電位側パルスを供給する低側スイッチとからなる複数のラインドライブスイッチと、前
記高側スイッチ及び前記低側スイッチの端子に供給する電圧をスキャンパルス及びサステ
インパルスに対応する電圧の間で切り換える電源スイッチとを備え、前記第２電極への前
記スキャンパルス及びサステインパルスの供給は前記複数のラインドライブスイッチを制
御して行い、各第２電極に前記スキャンパルス及びサステインパルスを供給するか否かが
制御可能であることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【００７８】
（付記１９）　付記１８に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記表示パネルの表示領域のうち、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素がま
ったく存在しない非表示領域と、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が１つ
でも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、
前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記サステインパルスを供給しない
ように前記複数のラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
【００７９】
（付記２０）　付記１９に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記スキャンパルスも供給しないよ
うに前記複数のラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
【００８０】
（付記２１）　付記１９又は２０に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｙ駆動回路は、前記高側スイッチ及び前記低側スイッチの端子に供給する電圧をリセ
ットパルスに対応する電圧に切り換えるリセット電源スイッチを備え、
前記Ｙ駆動回路は、前記非表示領域の前記第２電極に前記リセットパルスを供給しないよ
うに前記複数のラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
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【００８１】
（付記２２）　付記１８に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、各第１電極に高電位側パルスを供給するＸ高側スイッチと各第１電極
に低電位側パルスを供給するＸ低側スイッチとからなる複数のＸラインドライブスイッチ
と、前記高側スイッチ及び前記低側スイッチの端子に供給する電圧をサステインパルス及
びリセットパルスに対応する電圧の間で切り換えるＸ電源スイッチとを備え、前記第１電
極への前記サステインパルス及びリセットパルスの供給は前記複数のＸラインドライブス
イッチを制御して行い、各第１電極に前記サステインパルス及びリセットパルスを供給す
るか否かが制御可能であるプラズマディスプレイ装置。
【００８２】
（付記２３）　付記１９から２１のいずれか１項に記載のプラズマディスプレイ装置であ
って、
前記Ｘ駆動回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記サステインパルスを供給しない
ように前記複数のＸラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
【００８３】
（付記２４）　付記２３に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、前記Ｘ高側スイッチ及び前記Ｘ低側スイッチの端子に供給する電圧を
リセットパルスに対応する電圧に切り換えるＸリセット電源スイッチを備え、
前記Ｘ駆動回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記リセットパルスを供給しないよ
うに前記複数のＸラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
【００８４】
（付記２５）　互いに隣接して配置された第１電極及び第２電極と、前記第１電極及び第
２電極と交差する第３電極とを有し、交差部に表示画素が形成される表示パネルと、前記
第１電極を駆動するＸ駆動回路と、前記第２電極を駆動するＹ駆動回路とを備えるプラズ
マディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、各第１電極に高電位側パルスを供給する高側スイッチと各第１電極に
低電位側パルスを供給する低側スイッチとからなる複数のラインドライブスイッチと、前
記高側スイッチ及び前記低側スイッチの端子に供給する電圧をサステインパルス及びリセ
ットパルスに対応する電圧の間で切り換える電源スイッチとを備え、前記第１電極への前
記サステインパルス及びリセットパルスの供給は前記複数のラインドライブスイッチを制
御して行い、各第１電極に前記サステインパルス及びリセットパルスを供給するか否かが
制御可能であることを特徴とするプラズマディスプレイ装置。
【００８５】
（付記２６）　付記２５に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記表示パネルの表示領域のうち、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素がま
ったく存在しない非表示領域と、前記第１電極及び第２電極上で点灯する表示画素が１つ
でも存在する表示領域とを検出する表示領域検出回路を備え、
前記Ｘ駆動回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記サステインパルスを供給しない
ように前記複数のラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
【００８６】
（付記２７）　付記２６に記載のプラズマディスプレイ装置であって、
前記Ｘ駆動回路は、前記非表示領域の前記第１電極に前記リセットパルスも供給しないよ
うに前記複数のラインドライブスイッチを制御するプラズマディスプレイ装置。
【００８７】
（付記２８）　付記１から２７のいずれかに記載のプラズマディスプレイ装置であって、
奇数フィールドでは前記第２電極の一方の側に隣接する前記第１電極との間で表示ライン
を形成し、偶数フィールドでは前記第２電極の他方の側に隣接する前記第１電極との間で
表示ラインを形成するプラズマディスプレイ装置。
【００８８】
【発明の効果】
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以上説明したように、本発明のプラズマディスプレイ装置は、Ｙ電極又はＸ電極へのパル
スの供給を独立して停止可能な構成である。そのため、画面表示領域に対応したＹ電極及
びＸ電極にのみ各種の動作パルスを供給し、非表示領域のＹ電極又はＸ電極又はその両方
には少なくとも一部のパルスを供給しないようにでき、その分消費電力を低減できる。ま
た、表示に関係しないリセットパルスの供給を停止すればコントラストが向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】プラズマディスプレイ装置の従来例の全体構成を示す図である。
【図２】Ｘ電極・Ｙ電極駆動回路の従来例を示す図である。
【図３】本発明の第１実施例のプラズマディスプレイ装置の全体構成を示す図である。
【図４】第１実施例のＹ駆動回路の回路構成を示す図である。
【図５】第１実施例のＸ駆動回路の回路構成を示す図である。
【図６】表示領域の例を示す図である。
【図７】第１実施例における駆動波形図である。
【図８】本発明の第２実施例のプラズマディスプレイ装置の全体構成を示す図である。
【図９】第２実施例のＹ駆動回路の回路構成を示す図である。
【図１０】本発明の第３実施例のプラズマディスプレイ装置の全体構成を示す図である。
【図１１】第３実施例のＹ駆動回路の回路構成を示す図である。
【図１２】第３実施例のＸ駆動回路の回路構成を示す図である。
【図１３】本発明の第４実施例のプラズマディスプレイ装置の全体構成を示す図である。
【図１４】第４実施例における駆動波形図（奇数フィールド）である。
【図１５】第４実施例における駆動波形図（偶数フィールド）である。
【符号の説明】
１…プラズマディスプレイパネル
２…アドレス駆動回路
３…Ｘ共通駆動回路
４…スキャン回路
５…Ｙ共通駆動回路
６…制御回路
８…駆動制御回路
１２…Ｙドライブスイッチ
１３…Ｘドライブスイッチ
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】
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